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こ

ん
にちは赤ちゃん

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した

プリンスとプリンセスのご紹介です。

ご家族は「早く大きくなーれ」と

成長を楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて、

洞爺湖町に誕生した赤ちゃん、

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

伊東　篤志くん
（あつし）

重一さん・直美さん
8月12日生　虻４区

大和田悠斗くん
（ゆうと）

亮さん・正英さん
8月30日生　虻１区

歳末たすけあい募金へのお願い
　12月１日から31日まで「歳末たすけあい

募金」が始まります。

　同募金は、共同募金運動の一環として支

援を必要とする人たちが、安心して年末年

始を送ることができるよう、住民の皆様の

協力を得て行われる民間運動です。

　寄せられました募金は、歳末見舞金とし

て町内の生活困窮世帯の方（援助を必要と

される方）へ歳末見舞金として民生委員さ

んのご協力を得て届けられます。（保護世

帯は対象となりません。）　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
　なお、次のところで募金受付を行ってい

ますので、是非、歳末たすけあい運動の趣旨

にご賛同いただき、ご協力をお願いします。

●受付窓口

　北海道共同募金会洞爺湖町分会／本所　

洞爺湖町栄町63番地１（健康福祉センター

さわやか内　76－4363）／支所　洞爺湖町

洞爺町132番地２（洞爺ふれ愛センター内　

　82－5185）

●受付時間

　月～金（祭日を除く）9：00～17：30

●受付窓口

　北海道共同募金会洞爺湖町分会／本所　

洞爺湖町栄町63番地１（健康福祉センター

さわやか内　76－4363）／支所　洞爺湖町

洞爺町132番地２（洞爺ふれ愛センター内　

　82－5185）

●受付時間

　月～金（祭日を除く）9：00～17：30
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２
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光
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自 

治 

功 

労

　平成19年度洞爺湖町表彰式が、文化の日の11月3日（土）

役場３階の防災研修ホールで行われました。

　今年度の表彰は、功労表彰が教育文化功労１人に自治功

労２人で、貢献表彰は24人、そのほか善行表彰２人、特別

表彰３人と感謝状が77人となっています。そして国民健康

保険優良家庭表彰は69世帯が対象となりました。

　なお紙面の関係で、感謝状、善行表彰、特別表彰、国民

健康保険優良家庭表彰は、名前のみの掲載とさせていただ

きましたの御了承ください。　　　　（順不同）

洞爺湖町表彰式

▽
宮
崎
　
夫
さ
ん（
月
浦
区
）
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▽
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岡
光
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▽
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▽
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２
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▽
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▽
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▽
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▽
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４
区
】

 

▽
阿
部
俊
昭
さ
ん
▽
川
村
亭
子
さ
ん

 

▽
菊
田
　
繁
さ
ん
▽
佐
々
木
昌
司
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和
区
】

 

▽
大
屋
ツ
タ
さ
ん

【
温
１
区
】

 

▽
嵯
峨
立
弥
さ
ん

【
温
２
区
】

 

▽
秋
田
玲
子
さ
ん
▽
金
吉
義
隆
さ
ん

永

特
別
表
彰

特
別
表
彰

　
　
々
な
大
会
や
作
品
展
で
優
秀
な

　
　
成
績
を
収
め
た
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。

様
栄 

誉 
賞

▽
坪
川
　
侃
さ
ん
（
伊
達
高
校
１
年
）

栄
誉
を
讃
え
て

▽
　
田
親
司
さ
ん（
虻
８
区
）
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国
民
健
康
保
険

健
康
優
良
家
庭
表
彰

国
民
健
康
保
険

健
康
優
良
家
庭
表
彰

【
温
８
区
】

 
▽
齊
藤
ヤ
ヱ
さ
ん

【
洞
第
１
】

 

▽
佐
藤
　
了
さ
ん
▽
佐
藤
芳
照
さ
ん

 

▽
田
鍋
良
子
さ
ん

【
洞
第
２
】

 

▽
桑
原
チ
ヨ
子
さ
ん

【
洞
第
３
】

 

▽
神
原
チ
ヱ
子
さ
ん
▽
唯
木
　
悟
さ

 

ん
【
洞
第
４
】

 

▽
越
智
孝
治
さ
ん
▽
塩
田
ヨ
シ
ヱ
さ

 

ん
▽
富
田
和
子
さ
ん
▽
山
口
君
江
さ

 

ん
【
洞
第
５
】

 

▽
原
田
節
子
さ
ん

【
洞
第
６
】

 

▽
菅
原
市
郎
さ
ん
▽
武
川
洋
子
さ
ん

【
美
沢
東
】

 

▽
大
西
ツ
ネ
子
さ
ん

【
美
沢
西
】

 

▽
傅
　
信
雄
さ
ん
▽
星
野
守
行
さ
ん

【
財
田
】

 

▽
和
泉
尚
一
さ
ん

【
岩
屋
】

 

▽
中
尾
安
春
さ
ん

【
成
香
】

 

▽
林
　
春
雄
さ
ん
▽
松
倉
順
子
さ
ん

 

▽
丸
田
良
一
さ
ん

【
香
川
】

 

▽
毛
利
尚
代
さ
ん
▽
矢
野
千
枝
子
さ

 

ん

　
　
民
健
康
保
険
の
加
入
世
帯
で
、

　
　
保
険
料
を
完
納
し
、
１
年
間
全

く
病
気
に
か
か
ら
な
か
っ
た
健
康
保

険
優
良
家
庭
に
贈
ら
れ
ま
す
。

■
11
年

▽
千
葉
重
男
さ
ん

■
10
年

▽
佐
藤
カ
ズ
子
さ
ん
▽
鋤
柄
幸
子
さ

ん■
９
年

▽
野
澤
洋
子
さ
ん

■
８
年

▽
大
塚
勇
吉
さ
ん
▽
平
田
祐
助
さ
ん

■
７
年

▽
寺
島
砂
金
さ
ん
▽
櫻
庭
昌
子
さ
ん

■
６
年

▽
池
田
次
男
さ
ん
▽
菊
地
キ
ミ
さ
ん

■
５
年

▽
稲
垣
健
郎
さ
ん
▽
川
村
洋
子
さ
ん

■
４
年

▽
石
徹
白
勝
美
さ
ん
▽
畑
川
好
雄
さ

ん
▽
坂
本
光
子
さ
ん

■
３
年

▽
木
村
ユ
ミ
子
さ
ん
▽
福
田
弘
子
さ

ん
▽
宮
下
洋
一
さ
ん
▽
篠
原
　
清
さ

ん
▽
佐
藤
和
光
さ
ん
▽
村
山
節
子
さ

ん■
２
年

▽
関
口
紀
子
さ
ん
▽
小
田
嶋
豊
子
さ

ん
▽
波
多
野
　
修
さ
ん
▽
菅
井
多
恵

子
さ
ん
▽
管
藤
重
德
さ
ん
▽
金
子
德

治
さ
ん
▽
竹
内
　
廣
さ
ん
▽
畠
山
美

江
子
さ
ん
▽
齊
藤
和
義
さ
ん
▽
藤
井

辰
男
さ
ん
▽
大
井
共
紀
さ
ん
▽
賀
上

敏
洋
さ
ん
▽
小
田
桐
勝
太
郎
さ
ん
▽

今
村
勝
義
さ
ん
▽
川
端
ひ
ろ
子
さ
ん

■
１
年

▽
小
林
ミ
ツ
子
さ
ん
▽
赤
川
龍
磨
さ

ん
▽
髙
橋
繁
夫
さ
ん
▽
奥
岡
稔
大
さ

ん
▽
鈴
木
健
郎
さ
ん
▽
永
岡
弘
子
さ

ん
▽
宝
積
洋
子
さ
ん
▽
伊
藤
ヨ
シ
子

さ
ん
▽
坂
下
　
忠
さ
ん
▽
古
畑
惠
子

さ
ん
▽
青
木
政
弘
さ
ん
▽
篠
原
利
信

さ
ん
▽
鈴
木
富
夫
さ
ん
▽
花
田
幸
一

さ
ん
▽
松
本
　
勇
さ
ん
▽
丹
野
征
二

さ
ん
▽
佐
藤
　
忠
さ
ん
▽
土
門
政
廣

さ
ん
▽
平
館
コ
ヨ
さ
ん
▽
學
田
　
静

さ
ん
▽
中
丸
貴
志
さ
ん
▽
西
　
イ
ネ

さ
ん
▽
佐
々
木
正
雄
さ
ん
▽
前
田
弘

子
さ
ん
▽
神
山
和
子
さ
ん
▽
澁
谷
信

市
さ
ん
▽
横
川
勝
代
さ
ん
▽
高
橋
誠

一
郎
さ
ん
▽
尾
崎
俊
一
さ
ん
▽
佐
藤

ケ
ヱ
子
さ
ん
▽
磯
野
憲
子
さ
ん
▽
長

谷
川
雅
志
さ
ん
▽
木
須
信
勝
さ
ん

国

　
　
月
28
日
に
江
差
町
文
化
会
館
で

　
　
行
わ
れ
た
、
第
57
回
北
海
道
福

祉
大
会
で
、
町
内
の
次
の
方
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

▼
北
海
道
知
事
表
彰
　

　
橋
本
悦
子
さ
ん

▼
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
賞

　
角
野
好
弘
さ
ん

▼
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

　
福
井
政
吉
さ
ん
　
　
　
　
　
　

▼
北
海
道
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

　
小
弾
正
紀
江
子
さ
ん

▼
北
海
道
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

　
塩
田
　
勉
さ
ん

▼
北
海
道
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

　
鈴
木
正
直
さ
ん

８

永
年
の
地
域
福
祉
へ
の

貢
献
に
光

永
年
の
地
域
福
祉
へ
の

貢
献
に
光

月浦ワイン

国産ワインコンクールで銅賞受賞
月浦ワイン

国産ワインコンクールで銅賞受賞

国　　産のブドウを10％使用して造ったワインを対象にし
　　た、第５回国産ワインコンクールで、㈲洞爺湖農産

月浦ワイン醸造所が造った、赤と白のワインがそれぞれ

欧州系品種部門で銅賞を受賞しました。

　これで赤ワインは２年連続、白ワインは３年連続の受賞。

　今回銅賞に輝いたのは、赤ワインが月浦ドルンフェル

ダー2004（樽熟成）と白ワイ

ンは月浦ミュラートゥルガウ

2005。

　同社の岸本雅直取締役は「地

場の風土を表現するワイン造り

が評価されたのではないか。こ

れからもこの姿勢を貫き、より

良いワインを造っていきたい」

と受賞の喜びを語っていました。

平成19年度洞爺湖町表賞式平成19年度洞爺湖町表賞式

受賞した赤（右）と白ワイン受賞した赤（右）と白ワイン



6

　このガスがないと－18℃になって

しまいます。

　1998年に制定された｢地球温暖化

対策の推進に関する法律」の中で、

二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、

代替フロン等の6種類のガスが温室

効果ガスとして定められました。 

  ある統計では、国民一人が1年間に消費す

るレジ袋はなんと約230枚にのぼり、これを

日本中で換算すると約280億枚にも達すると

いうから驚きです。確かに、レジ袋には、商

品を持ち運ぶ、汚れなどからの保護といった

役割がありますが、多くのレジ袋がゴミとし

て処理されています。

　昨今は、この現実を深く受け止め、一部の

　ふだんのお出かけの際には、小さく折りたためるバッグを常に携帯しておけば、買い

物袋は不要になります。また、プラスチックのトレーなども極力避けて、ムダな包装を

持ち帰らないようにしましょう。家に帰れば不要になる袋やトレ

ーはつくる際にも、再生・破棄する際にも、CO2を排出しています。

そろそろ自分の買い物バッグを、当たり前のことにしませんか。

地域では、レジ袋の有料化や紙袋などの代替

品を導入するお店が増えてきています。また、

消費者においても、スーパーやコンビニエン

スストアなどでもらえるレジ袋を使用せず、

マイバッグや風呂敷を持込み利用するといっ

た環境問題へ積極的に取り組む人が増えてい

ます。お昼ごはんや、ちょっとお買い物する

ことも多いコンビニエンストアでも、その都

度もらう小さいレジ袋は、知らない間にいっ

ぱい溜まっていませんか？ 地球温暖化が問題

になっている今だからこそ限りない資源を大

切にしたいですね。

小さなことから始めませんか？小さなことから始めませんか？小さなことから始めませんか？

例えば、一日数分しか働かないレンジが、丸一日電気を食べ続けている例えば、一日数分しか働かないレンジが、丸一日電気を食べ続けている例えば、一日数分しか働かないレンジが、丸一日電気を食べ続けている

私たちに 　何が出来るのか？私たちに 　何が出来るのか？私たちに 　何が出来るのか？今今

問合せ：生活環境課（　７６－３００６）

『スーパーから家までの短時間で
　　　一生を終わる袋がある。』

～マイバックの活用を～

『スーパーから家までの短時間で
　　　一生を終わる袋がある。』

～マイバックの活用を～

注：『A』一世帯あたりの年間CO2削減効果、『B』一世帯あたりの年間排出量に対する削減割合

『A』 『B』
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　18世紀に始まった産業革命以降の化石燃料(石炭、石油など）の使用量の増

大に伴い、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの大気中の濃度が増加を

続け、これによって地球の平均気温が上昇していますが、これが地球温暖化

現象と呼ばれています。地球の平均気温が過去100年間に0.4～0.8℃上昇し

ました。とりわけ、1997年以降の気温の上昇が顕著で、このまま対策がなさな

ければ、100年後には、1.4～5.8

℃上昇すると予測されています。

大気中の二酸化炭素やメタンな

どのガスは太陽からの熱を地球

に封じ込め、地表を暖める働き

があります。これらのガスを温

室効果ガスといいます。温室効

果ガスは大気中に極微量存在し

ており、地球の平均気温は約15

℃に保たれていますが、仮に

　ごみなどを屋外で焼却すると、ダイオキシン類の発生や煙・臭いなど周辺

の生活環境に悪影響を与えるため、法律で禁止されています。

　また、家庭用の小型焼却炉も使用することはできませんのでご注意くださ

い。違反した場合には、廃棄物の処理及び清掃に関する法律により罰則が科

せられます。近年になり「隣の家から煙が流れてきて迷惑している」「煙の

臭いがひどい」など多くの苦情が寄せられるようになっています。みなさん

が協力して住みよいまちをつくりましょう。

知ってますか？　温室効果知ってますか？　温室効果知ってますか？　温室効果

ストップ!野焼き!!　ルールを守って住みよい環境をストップ!野焼き!!　ルールを守って住みよい環境をストップ!野焼き!!　ルールを守って住みよい環境を

まち美化ボランティア
【登録状況】　

○個人13名　○団体５団体（58名）

（10月25日現在）

※登録は引き続き受け付けています。

【スタンプ30個達成活動者紹介】

　高砂町　阿部賢一さん

　毎日、町道泉公園線沿いのごみ

拾い活動を実践しています。
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基
本
構
想

（1）
計
画
策
定
の
趣
旨

成
18
年
３
月
27
日
に
誕
生
し

た
洞
爺
湖
町
を
、
町
民
一
人

ひ
と
り
か
ら
「
洞
爺
湖
町
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
、
ま
た
全
国
の
方
々

か
ら
「
洞
爺
湖
町
を
訪
れ
て
み
た

い
」
、
「
洞
爺
湖
町
の
よ
う
な
と
こ

ろ
で
生
活
し
た
い
」
と
真
に
実
感

で
き
る
よ
う
な
「
ま
ち
」
と
し
て

町
外
の
多
く
の
方
々
に
対
し
、
洞

爺
湖
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
・

Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
の
取
組
み
を
推
進

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
洞
爺

湖
町
総
合
計
画
」
は
、
合
併
効
果

を
最
大
限
に
生
か
し
、
町
民
の
融

和
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
り
、

町
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
を
め
ざ

平
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す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
優
れ
た
自

然
環
境
を
有
す
る
「
農
業
と
水
産

業
を
生
か
し
た
観
光
の
ま
ち
」
と

し
て
、
ま
た
次
世
代
と
と
も
に
安

心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き

る
「
ま
ち
」
を
創
造
し
て
い
く
た

め
の
指
針
と
し
て
策
定
す
る
も
の

で
す
。

（2）
計
画
の
名
称
と
期
間

名
称
「
洞
爺
湖
町
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画
」
、
期
間
「
平
成
19
年

度
〜
平
成
28
年
度
ま
で
（
10
ヵ
年
）」

（1）
洞
爺
湖
町
の
将
来
像

﹇
湖
海

う

み

と
火
山
と
緑
の
大
地
が
結
び

あ
い
元
気
を
つ
く
る
交
流
の
ま
ち
﹈

☆
交
流
・
連
携
に
よ
る
活
力
づ
く

り☆
安
全
・
健
康
・
環
境
を
重
視
し

た
暮
ら
し
づ
く
り

☆
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

（3）
土
地
利
用
の
基
本
方
向

★
環
境
・
景
観
保
全
を
基
調
と
し

た
土
地
利
用

★
定
住
と
交
流
を
促
進
し
、
活
力

を
生
む
土
地
利
用

★
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
確
保

す
る
土
地
利
用

（4）
施
策
の
体
系

①
新
た
な
定
住
と
交
流
を
生
む
都

市
基
盤
づ
く
り

②
自
然
と
共
生
す
る
快
適
環
境
の

ま
ち
づ
く
り

③
交
流
と
活
力
に
満
ち
た
元
気
産

業
の
ま
ち
づ
く
り

④
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
健
康
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り

⑤
人
が
輝
き
文
化
が
香
る
生
涯
学

習
の
ま
ち
づ
く
り

⑥
と
も
に
築
く
協
働
・
自
立
の
ま

ち
づ
く
り

（1）
総
合
的
土
地
利
用
の
推
進

人
々
が
集
い
交
流
す
る
安
全
・
安

心
・
快
適
な
市
街
地
環
境
を
創
造

す
る
た
め
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
基
本
と
し
て
、
街
並
み

整
備
や
駅
周
辺
整
備
を
は
じ
め
と

す
る
既
成
市
街
地
の
再
生
整
備
や

新
市
街
地
の
形
成
誘
導
を
進
め
環

境
・
景
観
保
全
を
基
調
と
し
た
土

地
利
用
及
び
都
市
機
能
の
充
実
、

噴
火
に
よ
る
地
殻
変
動
の
あ
っ
た

地
域
で
の
地
籍
の
再
調
査
の
実
施
。

（2）
市
街
地
の
整
備

適
切
な
規
制
と
誘
導
に
よ
り
、
市

街
地
に
お
け
る
都
市
機
能
の
充
実

を
図
り
、
安
全
性
、
利
便
性
、
快

適
性
の
高
い
市
街
地
整
備
の
推
進
。

（3）
住
宅
・
宅
地
の
整
備

①
快
適
な
住
居
環
境
に
つ
つ
ま
れ

た
良
好
な
住
宅
宅
地
の
供
給
確
保

は
、
人
口
の
定
着
を
促
し
、
ま
た
、

町
外
か
ら
の
人
口
流
入
を
図
る
う

え
で
の
基
本
政
策
と
な
る
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
の
住
宅
宅
地
の
確

保
・
開
発
。

②
町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
適
切

な
維
持
管
理
を
図
る
と
と
も
に
、

老
朽
住
宅
の
建
替
え
、
改
修
等
に

お
い
て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
視
点
に
立
っ
た
整
備
。

（4）
道
路
・
交
通
網
の
整
備

①
道
路
は
町
民
生
活
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
う
え
で
最
も
身
近
な

も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
防
災
上

等
の
観
点
か
ら
も
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
す
。
道
路
・
橋

梁
の
新
設
改
良
等
の
整
備
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
既
存
道
路
の
維

持
保
全
、
弱
者
に
優
し
い
安
全
で

快
適
良
好
な
道
路
環
境
の
整
備
や
、

広
域
交
流
機
能
と
し
て
の
役
割
強

化
。

（5）
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

①
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
環

境
の
整
備
や
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
及
び
事
務
の
効
率
化
。

（6）
消
防
・
防
災
体
制
の
整
備

①
災
害
時
に
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

防
災
施
設
の
充
実
、
防
災
意
識
の

高
揚
及
び
防
災
知
識
の
普
及
啓
発

１
　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

２
　
計
画
の
構
想

（平成28年の目標人口はコーホートセンサス変化

率法を基に算出しています。）

（２）まちづくりの主要指標

基
本
計
画

１
　
新
た
な
定
住
と
交
流
を

生
む
都
市
基
盤
づ
く
り

平成７年

目標人口

交流人口

総 人 口

0歳～14歳

15歳～64歳

65歳以上

世 帯 数

平成12年 平成17年 平成28年

－ － －
20,800～
21,100

11,450

12,850 100.0 10,622 100.0 11,343 100.0 8,800 100.0

1,897 14.8 1,378 13.0 1,256 11.0 850 9.6

8,309 64.9 6,553 61.7 6,631 58.3 4,830 54.9

2,599 20.3 2,691 25.3 3,456 30.5 3,120 35.5

5,096 － 4,286 － 4,830 － 4,470 －

5,980 11,300 12,000



広
域
観
光
の
形
成
。

（5）
雇
用
対
策
の
充
実

①
各
種
産
業
振
興
施
策
に
加
え
、
地

域
一
丸
と
な
り
、
地
域
の
持
つ
潜
在

資
源
を
生
か
し
、
農
業
・
漁
業
・
観

光
産
業
を
結
び
つ
け
た
魅
力
あ
る
観

光
型
産
業
を
創
出
、
地
域
の
雇
用
促

進
機
会
の
拡
大
。

（6）
消
費
者
対
策
の
充
実

①
消
費
生
活
の
保
護
や
消
費
者
意
識

の
高
揚
。

（1）
保
健
・
医
療
の
充
実

①
多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
地
域
医
療
体
制
の
確
立
。

②
親
の
育
児
支
援
を
柱
に
し
た
、
母

子
保
健
事
業
の
充
実
。

③
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た
め

に
、
生
活
習
慣
病
予
防
を
柱
と
し
た

保
健
事
業
の
推
進
。

④
住
民
の
主
体
的
な
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
、
健
康
な
地
域
づ
く
り
。

⑤
乳
幼
児
の
予
防
接
種
の
接
種
漏
れ

防
止
。

⑥
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
率
の
維
持
向
上
。

（2）
地
域
福
祉
の
充
実

①
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
。

②
地
域
福
祉
の
考
え
方
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
広
報
・
啓
発
活
動
。

③
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
し
や
す
い

や
火
災
予
防
対
策
と
防
災
思
想
の
普

及
啓
蒙
。

②
消
防
機
器
や
施
設
の
省
力
、
軽
量

化
及
び
設
備
、
水
利
の
適
正
配
置
、

消
防
団
員
確
保
と
活
性
化
対
策
。

③
救
急
業
務
の
高
度
化
及
び
医
療
機

関
と
の
連
携
。

④
洞
爺
湖
消
防
署
洞
爺
支
署
施
設
の

整
備
拡
充
。

（7）
交
通
安
全
・
防
犯
体
制
の
整
備

①
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
及
び
生
活

道
路
の
体
系
的
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
施
設
を
整
備
し
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
住

民
、
観
光
客
が
安
全
に
利
用
で
き
る

交
通
環
境
づ
く
り
。

②
住
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
や
子
ど

も
を
犯
罪
か
ら
守
る
な
ど
の
地
域
安

全
活
動
の
促
進
。

（1）
環
境
・
景
観
の
保
全
と
創
造

①
官
民
一
体
と
な
っ
た
公
害
監
視
体

制
の
確
立
と
環
境
・
景
観
保
全
に
関

す
る
総
合
的
計
画
の
策
定
。

（2）
水
道
の
整
備

①
快
適
で
健
康
な
住
民
生
活
に
不
可

欠
な
安
全
で
良
質
な
水
の
安
定
供
給

を
図
る
た
め
、
施
設
の
老
朽
化
や
緊

急
時
へ
の
対
応
、
未
給
水
区
域
の
解

消
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
水
源
及

び
周
辺
地
域
の
環
境
保
全
、
配
水
管

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
水
道
施
設

（
上
水
道
、
簡
易
水
道
）
の
整
備
推

進
。

（3）
下
水
道
の
整
備

①
各
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
整
備
手

法
を
検
討
し
、
下
水
道
普
及
率
の
向

上
、
整
備
区
域
内
に
お
け
る
水
洗
化

促
進
、
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の

効
率
化
及
び
事
務
事
業
の
合
理
化
を

基
に
事
務
経
営
健
全
化
。

（4）
環
境
衛
生
の
充
実

①
し
尿
処
理
の
効
率
的
な
収
集
、
運

搬
、
環
境
保
全
。

②
霊
園
、
火
葬
場
の
整
備
と
適
正
管

理
。

（5）
公
園
・
緑
地
・
水
辺
の
整
備

①
公
園
や
緑
地

は
町
民
の
憩
い

の
場
、
健
康
づ

く
り
の
場
で
あ

る
と
と
も
に
、

都
市
景
観
の
形

成
や
防
災
避
難

の
場
と
し
て
も
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重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
潤

い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
公
園
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
適
切
な
配

置
に
よ
る
既
設
公
園
の
機
能
充
実
と

質
の
向
上
。

②
水
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
災
害

防
止
の
た
め
未
改
修
河
川
整
備
、
自

然
環
境
を
活
か
し
た
親
水
環
境
の
創

出
。

（6）
温
泉
資
源
の
保
全
と
活
用

①
洞
爺
湖
温
泉
に
お
け
る
現
「
集
中

管
理
配
湯
方
式
」
に
ロ
ー
カ
ル
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
温
泉
排
水
、
湖
水
）
利
用

シ
ス
テ
ム
を
加
え
た
、
温
泉
街
全
体

と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
調

査
・
研
究
。

②
泉
地
区
に
お
け
る
新
た
な
温
泉
資

源
等
の
調
査
研
究
。

③
洞
爺
地
区
温
泉
資
源
の
安
定
し
た

供
給
。

（1）
農
・
林
業
の
振
興

①
活
力
に
満
ち
た
元
気
産
業
を
創
造

す
る
た
め
、
農
業
基
盤
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
生
産
性
の
向
上
と
一

層
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
促
進
し
、
他
産

業
と
の
連
携
、
融
合
に
よ
り
活
力
あ

ふ
れ
る
魅
力
あ
る
農
業
の
実
現
。

②
森
林
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
森
林
が
将
来
に
わ
た
っ
て
適
正

に
整
備
・
管
理
さ
れ
る
よ
う
、
森
林

組
合
を
中
心
と
し
た
合
理
的
な
林
業

生
産
体
制
の
整
備
の
も
と
、
海
を
育

て
る
森
づ
く
り
の
視
点
に
立
ち
、
森

林
の
保
全
及
び
育
成
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
活
用
。

（2）
水
産
業
の
振
興

①
漁
港
を
中
心
と
す
る
漁
業
生
産
活

動
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

流
通
体
制
の
強
化
を
図
り
、
水
産
物

の
需
要
拡
大
。

②
ホ
タ
テ
貝
等
の
付
加
価
値
を
高
め

る
と
と
も
に
、
消
流
対
策
（
販
路
拡

大
）
な
ど
活
力
あ
る
浜
づ
く
り
を
積

極
的
に
展
開
し
た
漁
業
経
営
の
強

化
。

（3）
商
工
業
の
振
興
と
新
産
業
の
開
発

①
地
域
に
根
ざ
し
た
商
業
の
振
興
、

発
展
を
目
指
し
た
消
費
者
ニ
ー
ズ
の

把
握
と
商
店
街
の
整
備
、
活
性
化
。

②
他
産
業
と
の
連
携
と
経
営
基
盤
強

化
に
よ
る
地
場
産
物
を
活
用
し
た
新

た
な
加
工
品
や
味
覚
品
の
開
発
、
新

規
企
業
の
促
進
。

（4）
観
光
の
振
興

①
広
域
的
な
推
進
と
連
動
を
す
る
と

と
も
に
、
農
業
と
水
産
業
を
両
翼
に

し
、
体
験
型
の
多
彩
で
魅
力
あ
る
観

光
資
源
を
一
体
化
、
融
合
さ
せ
た
総

合
的
な
取
組
み
を
積
極
的
に
推
進

し
、
国
内
外
か
ら
よ
り
多
く
の
人
々

が
訪
れ
る
国
際
的
滞
在
型
観
光
の
形

成
と
周
辺
観
光
地
と
の
連
携
に
よ
る

２
　
自
然
と
共
生
す
る
快
適

環
境
の
ま
ち
づ
く
り

３

交
流
と
活
力
に
満
ち
た

元
気
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

４
　
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る

健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り



（4）
自
律
・
自
立
の
自
治
体
経
営
の
推

進①
新
町
組
織
の
早
期
一
体
化
と
と
も

に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、本
庁
と
支
所
等
と
の
役
割
分
担
、

機
能
分
担
の
見
直
し
充
実
、
行
財
政

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
政
策
や
施
策

の
実
施
・
点
検
・
見
直
し
、
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
財
政
計
画
策
定

の
も
と
経
常
的
経
費
の
節
減
・
合
理

化
や
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
効

果
的
・
効
率
的
な
財
政
運
営
。

②
広
域
行
政
事
務
の
推
進
の
た
め
、

圏
域
の
組
織
や
事
務
内
容
の
充
実
、

構
成
市
町
村
の
交
流
・
連
携
な
ど
広

域
市
町
村
圏
の
推
進
、
一
部
事
務
組

合
組
織
に
お
い
て
は
統
廃
合
や
複
合

化
な
ど
再
編
成
に
つ
い
て
検
討
、
広

域
連
合
な
ど
の
各
種
広
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
参
画
を
図
り
、
共
通
課
題

を
も
つ
地
域
と
の
交
流
や
共
同
事
務

事
業
等
に
対
す
る
効
率
化
、
高
度
化

の
検
討
の
推
進
。

（1）
男
女
共
同
参
画
社
会
・
人
権
尊
重

社
会
の
形
成

①
家
庭
、
学
校
、
社
会
に
お
け
る
男

女
平
等
教
育
の
推
進
、
男
女
平
等
、

共
同
参
画
の
啓
発
を
推
進
、
性
差
の

尊
重
な
ど
人
権
に
つ
い
て
の
意
識
の

高
揚
。

（2）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
し
て

は
、
地
域
連
帯
意
識
・
自
治
意
識
の

高
揚
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
育
成
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
、
憲
章

運
動
を
推
進
。

（3）
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

①
住
民
自
治
に
基
づ
く
個
性
豊
か
な

地
域
づ
く
り
に
向
け
、
住
民
活
動
の

支
援
を
図
り
な
が
ら
住
民
と
行
政
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
、
住

民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
各
種
行
政
計
画
の
策
定
、
住

民
参
画
を
推
進
し
た
住
民
と
の
協
働

体
制
の
確
立
、

②
ま
ち
づ
く
り
参
加
意
欲
の
高
揚
の

取
り
組
み
と
し
て
、
郷
土
意
識
の
高

揚
（
町
の
木
・
花
な
ど
の
活
用
や
シ

ン
ボ
ル
施
設
の
整
備
な
ど
）
、
ま
ち

づ
く
り
意
欲
の
喚
起
（
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
、
住
民
の
地
域
づ

く
り
意
欲
を
啓
発
す
る
イ
ベ
ン
ト
企

画
の
開
催
等
）
な
ど
。
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仕
組
み
な
ど
、社
会
的
環
境
の
整
備
。

④
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
。

⑤
官
民
、
協
働
に
よ
る
地
域
福
祉
の

推
進
。

（3）
高
齢
者
福
祉
の
充
実

①
高
齢
者
の
健
康
保
持
増
進
、
生
き

が
い
対
策
の
促
進
。

②
介
護
保
険
・
介
護
予
防
事
業
、
在

宅
老
人
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
。

（4）
障
害
者
福
祉
の
充
実

①
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
理
念
の

普
及
啓
発
促
進
。

②
障
害
者
の
日
中
活
動
の
場
の
提
供

や
就
労
支
援
。

③
障
害
者
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
の
促
進
。

④
在
宅
障
害
者
の
福
祉
の
充
実
、
そ

の
他
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
。

⑤
障
害
者
へ
の
相
談
窓
口
の
強
化
。

（5）
子
育
て
支
援
の
充
実

①
母
子
保
健
事
業
及
び
児
童
虐
待
防

止
対
策
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
施
策

の
推
進
。

②
保
育
所
運
営
事
業
・
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
の
推
進
、
学
童

保
育
事
業
の
推
進
。

（6）
社
会
保
障
の
充
実

①
低
所
得
者
等
生
活
支
援
、
国
民
健

康
保
険
運
営
及
び
国
民
年
金
制
度
の

啓
発

②
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
対
す
る

特
定
健
診
等
実
施
計
画
の
策
定
に
よ

る
健
全
運
営
。

（1）
生
涯
学
習
社
会
の
確
立

①
生
涯
学
習
活
動
を
通
じ
、
社
会
参

加
の
意
欲
を
高
め
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
。

（2）
学
校
教
育
の
充
実

①
「
自
主
的
な
精
神
に
満
ち
た
人
間

性
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
」
と
い
う

学
校
教
育
の
目
的
を
め
ざ
し
て
、

「
自
ら
学
ぶ
意
欲
と
力
を
養
う
」「
基

礎
学
力
の
向
上
に
努
め
る
」
「
豊
か

な
心
を
育
て
る
」
「
心
身
と
も
に
た

く
ま
し
く
鍛
え
る
」
こ
と
を
重
点
と

し
た
教
育
活
動
の
推
進
。

②
町
立
洞
爺
高
等
学
校
は
小
規
模
校

と
し
て
の
個
別
指
導
の
長
所
を
生
か

し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
道
立

虻
田
高
等
学
校
な
ど
と
連
携
し
、
地

域
に
必
要
と
さ
れ
る
個
性
あ
る
教
育

活
動
な
ど
の
取
組
み
。

（3）
青
少
年
の
健
全
育
成

①
ふ
る
さ
と
の
自
然
、
文
化
、
歴
史

な
ど
の
学
習
機
会
を
拡
充
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
事
業
推
進
の
充
実
。

②
地
域
子
ど
も
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
各
種
青
年
団
体
の
育
成
支
援
。

（4）
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進

①
住
民
ス
ポ
ー
ツ
の
促
進
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
日
常
化
や
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
参
加
、
奨
励
と
ス
ポ
ー
ツ
組
織

の
育
成
や
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
設
立
検
討
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
の
育
成
と
指
導
体
制
の
整
備
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
、
充
実
と
効
果

的
利
用
検
討
。

（5）
芸
術
・
文
化
活
動
の
促
進
と
文
化

遺
産
の
保
存
・
活
用

①
町
所
有
の
彫
刻
作
品
等
を
有
効
活

用
し
、
芸
術
・
文
化
を
生
か
し
た
特

色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
芸

術
・
文
化
活
動
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
積
極
的
な
参
加
を
う
な

が
す
環
境
づ
く
り
、
文
化
財
の
保
存

と
活
用
の
促
進
、
文
化
施
設
の
整
備

や
図
書
館
機
能
の
充
実
。

（6）
国
際
交
流
・
地
域
間
交
流
活
動
の

展
開

①
国
際
感
覚
を
持
っ
た
住
民
を
育
成

す
る
環
境
整
備
、
地
域
間
交
流
が
活

発
に
で
き
る
機
会
の
提
供
、
世
代
間

交
流
、
人
材
育
成
。

５
　
人
が
輝
き
文
化
が
香
る

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

６
　
と
も
に
築
く
協
働
・
自
立

の
ま
ち
づ
く
り



▼
広
報
・
記
録
部
会

会
長
　
篠
原
　
功
／
永
井
信
久
　
佐

々
木
　
敬
　
七
戸
輝
彦

▼
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
部
会

会
長
　
若
狭
洋
市
／
副
会
長
　
佐
々

木
良
一
　
越
前
谷
邦
夫
　
伝
　
哲
也

青
木
佐
智
子

　
　
月
１
日
よ
り
サ
ミ
ッ
ト
特
別
ホ

　
　
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
町

民
会
議
ニ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
、
観
光

情
報
や
エ
コ
活
動
な
ど
わ
か
り
や
す

い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
中
旬
に
は
英
語
表
記
も
完
成

し
、
世
界
に
向
け
発
信
し
ま
す
。
ド

イ
ツ
・
ハ
イ
リ
ゲ
ン
ダ
ム
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
ア
ク
セ
ス
数
が
１
千

万
件
を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
洞
爺
湖

町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
う
え
で
、
大
い
に
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
内
容
に
つ

い
て
ご
意
見
・
感
想
が
あ
り
ま
し
た

ら
サ
ミ
ッ
ト
推
進
室
（
　
74
―
３
０

０
４
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
洞

爺
湖
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
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部
会
会
議
が
次
の
日
程
で
開
催

　
　
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
23
日
は
総
務
・
企
画
部
会
、

24
日
は
環
境
・
美
化
部
会
と
広
報
・

記
録
部
会
、
25
日
は
観
光
・
イ
ベ
ン

ト
部
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
役
場
防
災
研

修
ホ
ー
ル
に
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
部
会
会
議
で
は
、
部
会
長
及
び

副
部
会
長
の
選
出
の
後
、
現
状
の
報

告
、
今
後
の
事
業
内
容
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、

町
民
に
対
す
る
広
報
活
動
や
情
報
提

供
の
充
実
な
ど
が
大
切
と
の
意
見
が

出
さ
れ
、
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
し

た
。
全
体
的
に
は
町
民
一
丸
と
な
り

「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
お
迎
え
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
部
会
の
役
員
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▼
総
務
・
企
画
部
会

会
長
　
朝
倉
英
隆
／
副
会
長
　
立
野

広
志
　
斉
藤
俊
之

▼
環
境
・
美
化
部
会

会
長
　
福
井
政
吉
／
副
会
長
　
藤
盛

重
晴
　
朝
倉
和
子
　
北
島
市
子

各
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午
前
中
は
虻
田
中
学
校
を
訪
れ
、

１
年
生
60
人
を
対
象
に
水
素
で
発
電

す
る
燃
料
電
池
の
仕
組
み
を
学
ぶ
サ

イ
エ
ン
ス
教
室
や
、
水
素
を
注
入
し

て
発
電
す
る
燃
料
電
池
キ
ッ
ト
の
組

み
立
て
な
ど
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
素
を
燃
料
に
動
く
ロ
ー

タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
や
、
燃
料
電
池
を

電
源
と
し
て
モ
ー
タ
ー
で
走
る
最
新

の
車
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
生
徒
ら
は
、

大
喜
び
の
様
子
で
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
で
、
室
蘭
工
業
大
学
の
田

村
亨
教
授
の
講
演
会
が
大
勢
の
人
が

参
加
し
て
開
催
。
講
演
の
後
に
は
同

セ
ン
タ
ー
に
待
機
し
た
ト
ヨ
タ
、
ホ

ン
ダ
、
マ
ツ
ダ
の
水
素
燃
料
車
で
の

試
乗
会
も
行
わ
れ
、
最
新
技
術
の
車

の
走
り
に
驚
き
の
様
子
で
し
た
。

　
　
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
道
民
会

　
　
議
（
会
長
高
橋
は
る
み
）
で
は
、

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
て
い
ま

し
た
が
、
10
月
５
日
の
選
考
委
員
会

で
、
応
募
の
あ
っ
た
１
２
４
作
品
よ

り
最
優
秀
賞
１
作
品
、
優
秀
賞
２
作

品
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
お

も
て
な
し
を
し
た
い
と
い
う
想
い
を

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
表

現
し
た
郷
古
幸
恵
さ
ん
（
札
幌
市
）

の
作
品
で
す
。

　
同
マ
ー
ク
は
、
10
月
19
日
か
ら
使

用
に
つ
い
て
の
受
付
が
開
始
さ
れ
、

使
用
希
望
さ
れ
る
方
は
道
民
会
議
事

務
局
へ
申
請
。

　
詳
し
く
は
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
推
進
局
（
　
０
１
１（
２
３
１
）

４
１
１
１
　
内
線
21
―
７
４
２
）へ
。

北

　
　
月
18
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
洞
爺
に

　
　
ぎ
わ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主
催

に
よ
る
、
燃
料
電
池
車
・
水
素
自
動

車
の
試
乗
会
と
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
と
が
で
き
ま
す
。

10

町
民
会
議
ニ
ュ
ー
ス

町
民
会
議
ニ
ュ
ー
ス

北
海
道
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト

各
部
会
会
議
開
く

サ
ミ
ッ
ト
特
別

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

燃
料
電
池
車･

水
素
自
動
車

　
　
試
乗
会
行
わ
れ
る

道
民
会
議
シ
ン
ボ
ル

　
　
　
マ
ー
ク
決
定

サミットホームページ燃料電池キットの組立を行う生徒ら

水素自動車の試乗会

燃料電池キットの組立を行う生徒ら

水素自動車の試乗会
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B
o
y
s

Ｆ
Ｃ
を
破
っ
て
進
出
し
た
Ｔ

Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ン
ト
ス
。
お
互
い
譲
ら
ず

０
対
０
の
試
合
が
く
り
広
げ
ら
れ
、

終
了
間
際
に
Ｔ
ユ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ
が
ゴ

ー
ル
を
決
め
有
終
の
美
を
飾
り
ま
し

た
。

　
10
月
12
日
に
は
役
場
を
訪
れ
、
チ

ー
ム
全
員
が
破
顔
一
笑
で
吉
報
を
長

崎
町
長
に
伝
え
ま
し
た
。

　
　
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
中
標
津

　
　
町
で
、
全
道
か
ら
16
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
「
ト
ラ
ッ
ク
協
会
杯
第
19

回
全
道
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
（
Ｕ
―
11
）

サ
ッ
カ
ー
大
会
」
が
開
か
れ
、
Ｔ
ユ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ
（
平
塚
修
司
監
督
）
が

全
道
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
全
道
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
各
チ

ー
ム
も
レ
ベ
ル
も
高
く
厳
し
い
試
合

が
続
く
中
、
予
選
リ
ー
グ
を
２
位
で

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。

　
同
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
準
決
勝

を
１
対
０
で
勝
ち
あ
が
り
、
決
勝
は
、

予
選
で
敗
れ
た
旭
川G

r
in
.B
e
a
r
.
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月
27
日
、
28
日
の
２
日
間
に
わ

　
　
た
っ
て
、
洞
爺
湖
町
内
を
会
場

に
し
て
北
海
道
高
校
生
環
境
サ
ミ
ッ

ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
環
境
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
な
る
、

来
年
の
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開

催
に
さ
き
が
け
て
、
北
海
道
な
ど
が

主
催
し
た
も
の
で
、
地
元
洞
爺
高
校

な
ど
全
道
か
ら
８
校
21
人
が
参
加
し

て
、
活
発
な
論
議
を
交
し
ま
し
た
。

10

　
27
日
は
、
ネ
イ
パ
ル
洞
爺
を
会
場

に
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
や
各
学

校
の
実
践
的
環
境
活
動
へ
の
取
組
み

を
発
表
。
地
元
洞
爺
高
校
か
ら
参
加

し
た
後
藤
有
羽
香
さ
ん
と
佐
藤
正
一

君
は
、
洞
爺
湖
の
水
質
測
定
や
環
境

美
化
活
動
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
28
日
に
は
、
会
場
を
洞

爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、

地
球
温
暖
化
、
自
然
環
境
保
全
の
２

分
科
会
に
分
か
れ
て
論
議
を
行

い
、
そ
れ
を
全
体
会
議
で
集
約

し
て
、
全
文
と
６
項
目
の
行
動

指
針
を
含
む
「
高
校
生
サ
ミ
ッ

ト
宣
言
」
に
ま
と
め
上
げ
ま
し

た
。

　
こ
の
後
、
参
加
し
た
高
校
生

を
代
表
し
て
梅
基
稜
君
（
岩
見

沢
農
業
高
校
２
年
）
が
、「
地
球

や
豊
か
な
自
然
が
多
く
残
る
北

海
道
を
守
る
こ
と
に
最
善
を
つ

く
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
書

か
れ
た
宣
言
書
を
高
橋
知
事
に

手
渡
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
敷
地

内
で
キ
タ
コ
ブ
シ
の
植
樹
と
記

念
撮
影
を
行
っ
て
、
サ
ミ
ッ
ト

は
閉
幕
し
ま
し
た
。

北
海
道
高
校
生
環
境
サ
ミ
ッ
ト
開
く

高
校
生
の
立
場
で
環
境
問
題
を
論
議

Ｔ
ユ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ

嬉
し
い
全
道
制
覇

　
　
５
回
全
道
（
Ｕ
―
14
）
８
人
制

　
　
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
、10
月
７
日
、

８
日
の
両
日
網
走
市
で
開
催
。
32
チ

ー
ム
が
Ａ
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
予
選
リ
ー
グ
と
グ
ル

ー
プ
１
位
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、
虻
中

サ
ッ
カ
ー
部
は
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
を
制
覇

し
、
全
道
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　
同
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
予
選
リ
ー
グ

を
３
戦
全
勝
で
突
破
。
４
校
が
優
勝

め
ざ
し
て
リ
ー
グ
戦
を
闘
う
、
各
組

１
位
リ
ー
グ
に
進
出
し
ま
し
た
。

　
同
リ
ー
グ
で
は
、
初
戦
ヴ
ァ
ン
ク

ー
ル
に
敗
退
し
ま
し
た
が
、
札
幌
、

池
田
中
と
の
残
り
２
試
合
を
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
勝
利
し
、
結
果
得
失

点
差
で
１
位
の
栄
冠
を
勝
取
り
ま
し

た
。

　
10
月
11
日
に
は
役
場
を
訪
れ
、
部

存
続
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
手
に
し

た
優
勝
の
喜
び
を
、
長
崎
町
長
に
報

告
し
ま
し
た
。

第 ８
人
制
サ
ッ
カ
ー
大
会
で

虻
中
サ
ッ
カ
ー
部
全
道
の

　
　
　
　
　
頂
点
に
立
つ

全道優勝果たす全道優勝果たす全道優勝果たす

ＴユニティＦＣ
虻田中学校サッカー部

記念植樹を行う高校生記念植樹を行う高校生

全道優勝を報告するTユニティFCのメンバー

全道制覇を報告する虻中サッカー部のメンバー

全道優勝を報告するTユニティFCのメンバー

全道制覇を報告する虻中サッカー部のメンバー



　
　�

月
16
日
、
Ａ
Ｃ
と
う
や
収
穫
祭

　
　
が
、
水
の
駅
の
前
に
あ
る
農
商

連
携
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｃ
と
う
や
（
西
岡
敬
史
会
長
）

は
、
洞
爺
湖
町
と
豊
浦
町
の
若
い
農

業
後
継
者
で
結
成
さ
れ
た
組
織
で
、

現
在
15
人
が
活
動
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　
例
年
研
修
会
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
何
か
新
し
い
活
動
を
と
、

今
年
初
め
て
地
域
住
民
と
の
交
流
を

目
的
に
収
穫
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
人
参
、
と
う
き
び
、

大
根
な
ど
10
種
類
以
上
の
野
菜
が
格

安
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
１
０
０
円
の
人
参
と
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
詰
め
放
題
は
、
好
評
を
博
し

多
く
の
人
が
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

９

　
　�

月
３
日
、
洞
爺
地
区
で
と
う
や

　
　
小
学
校
、
洞
爺
中
学
校
、
洞
爺

高
校
の
３
校
の
全
校
生
徒
１
８
２
名

が
参
加
し
、
町
内
を
清
掃
す
る
「
ク

リ
ー
ン
洞
爺
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
中
高
生
混
合
で
９
班
を
つ
く
り
、

湖
畔
、
町
内
、
高
台
地
区
に
分
か
れ

て
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。
温
か
い
日

射
し
と
小
学
生
の
歓
声
に
つ
ら
れ
て

楽
し
い
「
ク
リ
ー
ン
洞
爺
」
と
な
り

ま
し
た
。
回
収
し
た
ゴ
ミ
を
地
域
ご

と
に
種
類
と
重
量
を
高
校
生
が
計
量

し
た
と
こ
ろ
、
重
さ
が
５
㎏
に
も
な

っ
た
班
が
あ
り
ま
し
た
。
後
日
、
各

学
校
で
は
こ
の
デ
ー
タ
を
環
境
学
習

に
役
立
て
る
予
定
で
す
。

　
　
月
10
日
、
洞
爺
地
区
の
人
を
対

　
　
象
に
し
た「
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
」が
、

14
人
の
お
年
寄
り
の
参
加
で
、
洞
爺

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
伊
藤
百
香
歯
科
衛
生
士
を

迎
え
、
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
の
食

前
体
操
に
つ
い
て
講
話
。

　
「
歯
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と

は
、
統
計
的
に
も
長
生
き
の
秘
訣
で

す
」
と
歯
の
大
切
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
語
り
ま
し
た
。

　
講
話
の
後
は
、
体
を
元
気
に
保
つ

た
め
の
運
動
が
紹
介
さ
れ
、
無
理
を

し
な
い
で
継
続
で
き
る
体
操
や
簡
単

な
器
具
を
使
っ
て
の
体
操
な
ど
を
全

員
で
実
践
し
ま
し
た
。

　
　
ス
の
遡
上
を
実
際
に
目
に
し
よ

　
　
う
と
、
教
育
委
員
会
が
財
田
河

川
遊
歩
道
入
口
で
、
９
月
29
日
観
察

会
を
行
い
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
45

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
洞
爺
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

の
福
島
豪
さ
ん
か
ら
、
最
初
に
紙
芝

居
を
使
っ
て
、
洞
爺
湖
の
魚
や
マ
ス

の
遡
上
の
説
明
を
聞
き
、
実
際
に
水

中
に
い
る
マ
ス
に
さ
わ
っ
た
り
、
卵

を
見
つ
け
た
り
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
そ
の
後
、
遊
歩
道
を
自

然
観
察
し
な
が
ら
財
田
親
水
公
演
ま

で
散
策
し
、
自
然
と
の
ふ
れ
愛
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

野菜詰め放題が大人気
ＡＣとうや収穫祭

げんきクラブ開催
丈夫な歯は長生きの秘訣

「クリーン」洞爺実施
小中高生がボランティア

川の探検隊
「マスの遡上観察会」開く

14

９

10

マ

水中を観察する子どもら水中を観察する子どもら

好評のジャガイモ詰め放題足上げも軽やかに 好評のジャガイモ詰め放題

拾ったゴミを渡す小学生拾ったゴミを渡す小学生

足上げも軽やかに足上げも軽やかに



　
　�

月
８
日
体
育
の
日
の
恒
例
行
事

　
　
と
な
っ
て
い
る
と
う
や
湖
ス
ポ

ー
ツ
ま
つ
り
２
０
０
７
（
主
催
と
う

や
湖
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）

が
、
母
と
子
の
舘
で
開
か
れ
、
約
１

１
０
人
が
参
加
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
時
間
帯
で
第
１
部
と
第

２
部
区
切
り
、
第
１
部
個
人
種
目
で

は
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

ゲ
ー
ム
、
フ
ロ
ア
ー
カ
ー
リ
ン
グ
が

行
わ
れ
、
第
２
部
団
体
競
技
で
は
、

玉
い
れ
大
会
、
長
な
わ
と
び
、
大
じ

ゃ
ん
け
ん
大
会
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
選
手
達
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
種
目

に
真
剣
に
取
組
み
、
こ
こ
ち
よ
い
汗

を
か
い
て
い
ま
し
た
。

と
の
交
流
に
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。

　
　�

月
13
日
、
洞
爺
高
校
で
入
学
相

　
　
談
会
を
兼
ね
た
「
一
日
体
験
入

学
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
地
元
を
は
じ
め
札
幌
や
苫

小
牧
な
ど
か
ら
中
学
生
15
名
と
保
護

者
や
中
学
校
の
教
員
20
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
同
校
の
教
育
方
針
や
「
生
活
ビ
ジ

ネ
ス
科
」
の
特
色
な
ど
の
説
明
を
聞

い
た
後
、
実
際
に
在
校
生
と
一
緒
に

授
業
を
う
け
ま
し
た
。

　
寮
生
活
は
洞
爺
高
校
の
特
色
の
一

つ
と
あ
っ
て
、
午
後
は
寄
宿
舎
に
会

場
を
移
し
て
、
食
事
の
試
食
や
寮
生

活
の
説
明
そ
し
て
施
設
見
学
を
行
い

ま
し
た
。
な
お
、
高
校
で
は
随
時
授

業
見
学
等
の
希
望
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
高
校
連
絡
先
（
82
―
５
０
５

３
　
教
頭
先
生
が
窓
口
で
す
）
　

加
者
は
、
疲
れ
も
見
せ
ず
史
跡
め
ぐ

り
の
行
程
を
走
破
し
ま
し
た
。

洞爺高校で一日体験入学会
スポーツの秋を満喫

とうや湖スポーツまつり2007

郷土の歴史を探る
ウォークラリー開く

健康増進と交流つちかう
第2回洞爺湖町高齢者運動会開く

15

　
　
月
13
日
洞
爺
地
区
の
ア
イ
ヌ
語

　
　
地
名
７
カ
所
を
歩
く
、
史
跡
め

ぐ
り
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
、
教
育
委

員
会
と
洞
爺
湖
町
健
康
づ
く
り
推
進

員
会
が
主
催
し
て
行
わ
れ
、
約
50
人

の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
コ
ー
ス
は
、
国
際
彫
刻
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
の
会
場
で
あ
る
洞
爺
総

合
セ
ン
タ
ー
を
出
発
点
と
し
て
、
大

原
の
初
霜
山
を
回
り
、
東
本
願
寺
道

路
を
下
っ
て
洞
爺
市
街
に
到
着
す
る

全
長
５
㎞
。

　
各
地
点
で
は
、
説
明
の
他
に
地
名

に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
が
出
さ
れ
、
そ

の
答
え
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
、
参

10

1010

　
　
２
回
洞
爺
湖
町
高
齢
者
運
動
会

　
　
（
主
催
同
実
行
委
員
会
）
が
10

月
22
日
あ
ぶ
た
体
育
館
で
、
老
人
ク

ラ
ブ
や
婦
人
団
体
、
各
サ
ー
ク
ル
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
を
開
か

れ
ま
し
た
。

　
体
育
館
に
は
、
65
歳
以
上
の
町
民

が
約
１
５
０
人
集
ま
り
、
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
「
大
玉
こ
ろ
が
し
」

な
ど
の
団
体
競
技
や
「
今
夜
は
美
容

食
」
「
明
日
天
気
に
な
ー
れ
」
な
ど

の
個
人
種
目
に
挑
戦
。

　
お
年
寄
り
達
は
、
仲
間
の
声
援
を

受
け
な
が
ら
、
元
気
に
走
り
ま
わ
り
、

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
の
解
消
と
仲
間

第

１位をめざしてスタートを切る児童ら１位をめざしてスタートを切る児童ら

元気に大玉ころがしに挑戦するお年寄元気に大玉ころがしに挑戦するお年寄 説明に聞き入る参加者説明に聞き入る参加者

一緒に授業受ける中学生一緒に授業受ける中学生



晩
め
っ
き
り
寒
く
な
り
、
家
庭

で
は
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
季

節
が
来
ま
し
た
が
、
暖
房
器
具
周
辺

と
く
に
移
動
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
は
常

に
整
理
整
頓
に
務
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
年
寄
り
の
方
と
同
居
さ

れ
る
家
庭
で
特
に
お
願
い
し
た
い
こ

と
は
、
普
段
元
気
そ
う
に
見
え
る
お

年
寄
り
で
あ
っ
て
も
、
火
災
の
発
生

時
は
気
が
動
転
し
素
早
い
行
動
が
取

れ
ず
、
動
け
な
く
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
万
一
に
備
え
、
お

年
寄
り
の
寝
室
は
極
力
１
階
に
す
る

な
ど
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

成
18
年
３
月
に
合
併
し
、
洞
爺

湖
町
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
消

防
団
は
、
組
織
の
機
能
上
、
虻
田
消

防
団
と
洞
爺
消
防
団
の
２
消
防
団
体

制
を
敷
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
統
合
に
向
け
て
話
し
合
い

が
な
さ
れ
、
１
年
半
の
準
備
期
間
を

な
り
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
統
合
に
と
も
な
い
、
こ
れ
ま

で
地
域
の
安
全
の
た
め
に
貢
献
し
て

き
た
虻
田
、
洞
爺
の
両
消
防
団
の
閉

団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

虻
田
消
防
団
は
、
９
月
28
日
、
洞

爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で
閉
団
式
が
行

わ
れ
、
職
団
員
や
元
消
防
団
員
な
ど

の
来
賓
が
見
守
る
中
、
菅
原
団
長
よ

り
長
崎
町
長
へ
団
旗
が
返
納
。
大
正

４
年
に
公
設
虻
田
消
防
組
を
創
設

し
、
虻
田
警
防
団
を
経
て
、
昭
和
23

年
虻
田
町
消
防
団
と
な
り
、
数
々
の

災
害
を
乗
り
越
え
て
き
た
同
消
防
団

の
59
年
の
長
い
歴
史
に
幕
が
降
ろ
さ

れ
ま
し
た
。

一
方
洞
爺
消
防
団
も
、９
月
30
日
、

と
う
や
小
学
校
で
閉
団
式
を
行
い
、

佐
伯
団
長
よ
り
長
崎
町
長
へ
団
旗
が

返
納
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
５
年
に
私

経
て
両
団
が
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
10
月
１
日
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ

ー
で
、
洞
爺
湖
町
消
防
団
の
結
団
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
団
長
か
ら
各
団
員
に

辞
令
交
付
が
行
わ
れ
、
町
長
よ
り
消

防
団
旗
が
団
長
に
授
与
さ
れ
ま
し

た
。そ

し
て
長
崎
良
夫
町
長
が
「
一
致

団
結
し
て
連
携
を
深
め
て
行
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
全
団

員
が
改
め
て
職
務
へ
の
高
い
意
識
を

確
認
し
ま
し
た
。

新
団
長
に
は
、
寺
島
　
勉
さ
ん
が

就
任
し
、１
本
部
４
分
団
（
１
２
１
名
）

で
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
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設
火
災
予
防
組
合
と
し
て
発
足
し
、

洞
爺
警
防
団
、
そ
し
て
昭
和
23
年
洞

爺
村
消
防
団
に
改
編
さ
れ
、
今
日
に

至
る
ま
で
輝
か
し
い
実
績
を
残
し
て

き
た
同
消
防
団
の
59
年
の
活
動
に
終

止
符
が
打
た
れ
ま
し
た
。

晴
れ
の
下
、
10
月
17
日
（
水
）

午
後
２
時
25
分
よ
り「
水
の
駅
」

を
出
火
建
物
に
想
定
し
た
消
防
団

（
団
長
　
寺
島
　
勉
）
恒
例
の
秋
季

消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
演
習
は
新
生
洞
爺
湖
消
防
団

と
し
て
初
め
て
実
施
し
た
も
の
で
す

が
、
消
防
の
組
織
に
最
も
必
要
と
す

る
指
揮
命
令
、
日
頃
の
訓
練
で
培
っ

て
き
た
迅
速
な
消
火
活
動
を
的
確
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。

お
年
寄
り
を
火
災
か
ら

守
る
た
め
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

特
に
、
新
消
防
団
と
し
て
の
指
揮

命
令
や
消
火
活
動
な
ど
は
的
確
に
伝

達
さ
れ
、
団
員
間
の
連
携
に
つ
い
て

も
意
気
が
合
っ
た
行
動
を
取
っ
て
お

り
、
水
の
駅
周
辺
に
は
町
民
の
皆
さ

ん
と
観
光
客
が
多
数
詰
め
掛
け
、
勢

い
よ
く
真
上
に
高
々
と
上
が
る
壮
観

な
放
水
に
、
盛
大
な
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

統
一
標
語

「
火
は
見
て
る

あ
な
た
が
離
れ
る
そ
の
時
を
」

11
 

朝平

洞爺湖消防署(176-2119)･温泉分署(173-1119)･洞爺支署(187-2119)･『火災･救急･救助119番』

秋

洞
爺
湖
消
防
団
の
新
た
な
歴
史
へ

虻
田
、
洞
爺
両
消
防
団
統
合

洞
爺
湖
消
防
団
秋
季
演
習

長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される長崎町長から消防団旗が渡される

虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式虻田消防団閉団式

洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式洞爺消防団閉団式

実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習実践さながらの秋季演習
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さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
年
金
制

度
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

年
金
を
身
近
で
大
切
な
も
の
と
し

て
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
年
金

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

当
日
は
室
蘭
社
会
保
険
事
務
所

の
職
員
の
方
が
相
談
員
と
し
て
対

応
し
ま
す
。

日
ご
ろ
年
金
に
つ
い
て
疑
問
や

不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
一

度
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

12
月
18
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

■
場
　
所

役
場
３
０
２
会
議
室

※
年
金
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
所
の
開
設

皆

噴
火
湾
に
捕
れ
し
魚
貝
と
わ
が
庭
の 

　
　
　
　
　
　
ト
マ
ト
胡
瓜
に
今
宵
イ
タ
リ
ア
ン
　
　
　
　
　
赤
塚
　
瑛
子 

 

暑
き
日
も
蝉
の
啼
く
の
も
絶
へ
し
い
ま 

　
　
　
　
　
　
　
　
主
役
の
虫
の
音
秋
を
演
ず
る
　
　
　
　
　
太
田
　
　
智 

 

朝
毎
に
同
じ
場
所
に
て
啼
く
烏 

　
　
　
　
　
　
何
を
告
ぐ
る
か
し
や
が
れ
声
に
て
　
　
　
　
　
北
島
　
加
代 

 

住
み
慣
れ
し
街
に
別
れ
を
告
ぐ
る
わ
れ 

　
　
　
　
　
　
　
人
の
運
命
の
つ
れ
な
さ
に
泣
く
　
　
　
　
　
伊
藤
　
静
子 

 

あ
き
ら
め
し
朝
が
ほ
の
苗
す
く
す
く
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
宙
に
伸
び
ゆ
く
五
輪
の
紅
よ
　
　
　
　
　
室
野
　
晃
慶 

 

真
昼
の
国
道
三
十
七
号
狂
ほ
し
げ
に 

　
　
　
　
　
　
　
蝉
時
雨
が
ど
こ
ま
で
も
つ
づ
く
　
　
　
　
　
石
黒
ま
さ
子 

 

燕
返
し
見
事
に
き
め
て
虫
を
と
り 

　
　
　
　
　
　
　
急
ぎ
と
び
去
る
雛
ま
つ
も
と
へ
　
　
　
　
　
元
田
フ
ジ
子 

 

草
に
啼
く
虫
の
す
き
ね
に
さ
そ
は
れ
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
遠
ま
わ
り
す
る
月
か
げ
の
道
　
　
　
　
　
山
木
　
　
孝 

 

愚
か
な
る
自
負
も
あ
り
た
る
秋
の
日
に 

　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
球
根
植
え
し
　
　
　
　
　
大
西
　
芳
子 

 

内
浦
の
潮
騒
き
き
つ
つ
は
ま
な
し
玖
瑰
の 

　
　
　
　
　
實
は
あ
せ
ら
ず
に
朱
に
染
ま
り
ゆ
く
　
　
　
　
大
久
保
と
み
乃 

   

わ
た
し
の
う
た 

短
　
歌 

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
十
月
定
例
会 

俳
　
句
　 

【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
十
月
定
例
会 

月
天
心
夜
半
の
病
棟
音
の
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
川
　
　
稔 

本
当
は
気
弱
な
わ
た
し
蓼
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
村
　
育
子 

帰
省
子
の
一
気
に
水
を
飲
み
干
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
　
知
子 

文
鎮
の
触
れ
合
う
音
や
秋
涼
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
川
サ
チ
子 

稔
る
秋
宅
配
届
き
舌
鼓
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
勇 

病
窓
を
細
く
開
け
て
も
秋
の
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
瓶
　
　
修 

涼
し
さ
や
水
屋
の
立
ち
居
私
語
の
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
敏
子 

友
好
の
茶
会
に
ひ
そ
と
吾
木
香
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
井
　
み
え 

天
高
し
上
を
い
く
雲
下
の
民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
瓶
　
　
修 

枯
す
す
き
芒
風
の
無
い
と
き
惚
け
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
川
　
　
稔 

紫
外
線
ビ
ル
へ
返
し
て
黒
日
傘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
　
知
子 

た
も
網
を
持
っ
て
ど
の
子
も
ト
ン
ボ
追
う
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
勇 

波
音
や
花
野
の
果
て
の
蜑
部
落
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
村
　
育
子 

荷
車
の
男
爵
笑
ふ
豊
の
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
井
　
み
え 

待
つ
事
は
苦
手
の
ひ
と
つ
秋
の
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
川
サ
チ
子

訪
ひ
し
家
の
頭
上
毬
栗
ひ
ら
き
き
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
敏
子 

す
す
き 

と 

い
が
ぐ
り 

時
雨
降
る
峠
こ
え
れ
ば
虹
の
橋 

　
　
　
　
　
　
　
色
づ
き
は
じ
め
し
渓
に
か
か
り
ぬ
　
　
　
　
北
島
　
加
代 

 

ほ
ど
ば
し
る
秋
の
水
を
手
に
結
び 

　
　
　
　
　
　
い
の
ち
生
き
い
る
よ
ろ
こ
び
に
泌
む
　
　
　
　
大
西
　
芳
子

　 住
み
な
れ
し
土
地
を
は
な
れ
し
さ
び
し
さ
も 

　
　
　
　
　
　
　
　
短
歌
に
つ
な
が
る
友
ゐ
て
倖
せ
　
　
　
　
伊
藤
　
静
子

　
　
　 

久
び
さ
に
笑
顔
の
夫
の
夢
を
み
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭
の
錦
木
彩
づ
く
そ
ば
に
　
　
　
　
石
黒
ま
さ
子 

　
　 

妻
の
手
が
と
っ
さ
の
機
転
に
　 

　
　
　
　
　
　
　
吾
を
庇
い
か
す
る
程
度
の
命
拾
す
　
　
　
　
室
野
　
晃
慶 

　 北
向
き
の
施
設
の
花
壇
の
朝
顔
は 

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
が
盛
り
と
間
違
へ
て
咲
く
　
　
　
　
太
田
　
　
智

　 美
の
象
徴
と
い
は
れ
し
花
に
出
会
ひ
た
り
げ
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
し
き
芙
蓉
の
花
は
　
　
　
　
山
木
　
　
孝

　 度
び
さ
に
首
相
の
変
れ
ば
わ
が
国
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
歴
代
総
理
の
名
さ
へ
忘
る
る
　
　
　
　
赤
塚
　
瑛
子 

 

食
べ
食
べ
て
野
球
つ
か
れ
の
中
三
孫
は 

　
　
　
　
　
　
　
茶
の
間
の
イ
ス
に
ど
っ
と
眠
り
ぬ
　
　
　
　
中
野
　
イ
マ 

 

庭
先
の
菊
の
蕾
は
ま
だ
固
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
真
紅
の
バ
ラ
の
静
か
に
揺
る
る
　
　
　
大
久
保
と
み
乃 

い
ろ 

わ 

ど 

ん 

や 

あ
ま 

年金相談の受付時間が変更になりました

この度の年金記録をめぐる問題については、大変ご心配をおかけしており

ますことに心よりお詫び申しあげます。

社会保険庁では、国民皆様の年金記録確認に的確に対応するため、「5,000

万件」の年金記録の名寄せや、そのお知らせのための準備を進めてまいります。

このため、社会保険庁が皆様のご相談に応じるときに用いますオンライン

システムも一部手直しが必要となります。

これまで、平日の時間延長相談及び土曜・日曜の休日相談窓口を開設し総

力をあげて取組んできたところですが、これらの作業が整うまでの間は、相

談時間を次のように変更することといたしました。

なお、「ねんきんあんしんダイヤル（0120－657830）は、これまでどお

り24時間対応しています。

お客様には、ご不便をおかけしますが、ご理解くださいますようお願いい

たします。

◆平日の来訪・電話相談

■受付時間 午前8時30分～午後5時15分　月曜日は午後7時まで時間を延長

（※月曜日が休日に当たる場合は翌火曜日に実施）

■相談場所 北海道内すべての社会保険事務所及び年金相談センター（※年

金相談センターでは月曜日の延長は実施していません）

◆第2土曜日の来訪・電話相談

■受付時間 午前９時30分～午後４時00分（※その他の土曜・日曜・祝日は

実施していません）

■相談場所 北海道内のすべての社会保険事務所及び年金相談センター

■問 合 せ 室蘭社会保険事務所（1 0143-24-7101）
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本
人
の
死
因
の
６
割
は
、
が
ん

　
　
・
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
な
ど

生
活
習
慣
病
が
占
め
て
お
り
、
国
民

医
療
費
の
３
割
に
及
ぶ
深
刻
な
事
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
の
国
民
健
康
保
険
の
一

人
当
た
り
の
医
療
費
も
全
国
・
全
道

平
均
に
比
べ
高
く
、
心
疾
患
・
脳
血

管
疾
患
で
亡
く
な
る
方
の
割
合
も
高

い
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
40

代
、
50
代
の
働
き
盛
り
の
若
い
世
代

に
も
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
で
亡
く

な
る
方
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
示
さ
れ
て
い
る
医
療
制
度

改
革
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た

特
定
健
診
と
特
定
保
健
指
導
を
導
入

し
、
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
こ
と
で
健
康
的
な
生
活
を
支

援
し
、
結
果
的
に
将
来
の
医
療
費
の

伸
び
を
抑
え
、
国
民
の
負
担
を
減
ら

し
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
持
続
可
能

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

日

　
　
成
20
年
４
月
か
ら
は
、
皆
さ
ん

　
　
に
受
け
て
い
た
だ
く
「
特
定
健

診
の
実
施
率
」
や「
特
定
保
健
指
導
の

実
施
率
」
及
び
、「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
・
予
備
軍
の
減

少
率
」
の
目
標
を
各
医
療
保
険
者
が

年
度
ご
と
に
定
め
、
そ
の
達
成
度
が

国
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
健
診
は
普
段
わ
か
ら
な
い
体
の
中

で
起
き
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
自
分

の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
大
切
な
機

会
で
す
。
洞
爺
湖
町
に
お
い
て
も
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
健
診
を
受
け

て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
生

活
習
慣
病
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

医
療
費
の
伸
び
と
負
担
を
抑
え
、
健

康
的
な
生
活
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
来
月
号
で
は
洞
爺
湖
町
の
健
康
状

況
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

平

・特定健診の結果、生活習慣改善の

　必要性が高い方へ、糖尿病や心疾

　患、脳血管疾患など重大な生活習

　慣病を予防するため、一人ひとり

　に合わせた改善のサポートを行い

　ます。

・３段階の判定のうち、生活習慣改

　善の必要性が中等度の人（動機づ

　け支援）、改善の必要性が高い人

（積極的支援）に該当した方が対象

　になります。

と は？
特定 保健 指 導

◆問合わせ　住民課国民健康保険係（　74－3002）／健康福祉課健康福祉センター（　76－4006）

メタボリック

シンドロームや

生活習慣病

予防に着目した

～平成20年４月から、医療制度改革に伴い健診が変わります～

特定健診･特定保健指導が
はじまります

特定健診･特定保健指導が
はじまります

特定健診･特定保健指導が
はじまります

◆特定健診とは？

平成20年4月からの特定健診

医療保険の種類

・生活習慣病予防やメタボリックシンドロームに着目した検査項目と、生活習
　慣に関する問診票の結果から、生活習慣改善の必要性を危険度から3段階の
　レベルに分けて判定します。
・検査項目は毎年実施している町民健診（基本健診）の項目と、ほぼ変わりあり
　ません。
・40歳から74歳までの方、全員に年1回健診が義務付けられます。
・それぞれ加入している医療保険者が、特定健診の実施主体となります。
（洞爺湖町国民健康保険加入の方は、洞爺湖町の国民健康保険が実施主体です）

医療保険は…
・会社等に勤めている方とその家族などが加
　入する「被用者保険」
・自営業の方などが加入する「国民健康保険」
　に分けられます。さらに運営の主体によっ
　て種類が分かれます。
※平成20年4月から75歳以上の方、また一定
　の障がいのある65歳以上75歳未満の方は
　道内全180市町村で創設する「後期高齢者広
　域連合」が医療保険者になります。

洞爺湖町国民健康保険に
加入している
　　　40歳～74歳の方

洞爺湖町国民健康保険が
特定健診を実施します

平成20年4月から創設される北海
道後期高齢者医療広域連合が市町
村に託し特定健診に相応する健診
を実施します

それぞれが加入している
被用者保険などが特定健
診を実施します
（加入している医療保険者から、健診
受診方法等について通知されます）

被用者保険などに加入し
ている
40歳～74歳の方及び
　　　　　　　被扶養者

※特定健診の実施体制については、受診しやすい体制を調整中です。
※各種がん検診（胃がん、大腸がん、乳がん、子宮がん、前立腺がん検診）、
　肝炎ウィルス検診、生活機能評価（65歳以上の方への介護予防対策）は従
　来どおり受診できます。

75歳以上の方

ひとくちメモ 医療保険

被用者保険 国民健康保険

後
期
高
齢
者
広
域
連
合

市
町
村
国
民
健
康
保
険

政
府
管
掌
健
康
保
険

組
合
管
掌
健
康
保
険

組
合
国
民
健
康
保
険

（
建
設
国
保
な
ど
）

共
　
済
　
保
　
険

船
　
員
　
保
　
険



　
　
も
深
ま
り
、
ひ
と
雨
毎
に
、
寒

　
　
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
時
は
も

う
10
月
、
そ
ろ
そ
ろ
ク
リ
ス
マ
ス
と

お
正
月
に
向
け
て
の
ギ
フ
ト
商
品
作

り
に
取
り
掛
か
る
予
定
で
す
。

　
全
利
用
者
、
全
支
援
員
が
参
加
し

て
一
つ
の
作
品
を
作
る
試
み
も
、
今

秋

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
清
水
自
治
会

の
皆
様
、
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
清
水
地
区
及
び
保
護
者
の
皆
様
、

大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様

の
お
陰
で
、
第
一
回
友
愛
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
と
し
て
、
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
ぶ
た
福
祉
会

あ
ぶ
た
福
祉
会

第
10
回

回
で
も
う
５
回
目
と
な
り
ま
す
。
昨

年
、
一
昨
年
共
に
、
複
雑
な
工
程
に

よ
る
製
作
と
な
っ
た
為
、
携
わ
る
事

の
で
き
る
利
用
者
が
限
ら
れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
反
省
点
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
為
、
今
回
の
ク
リ
ス
マ
ス
ギ
フ

ト
商
品
は
、
よ
り
シ
ン
プ
ル
な
作
業

工
程
で
、
尚
且
つ
完
成
度
の
高
い
商

品
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
商
品
に
つ
い
て
は
二

作
品
製
作
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

は
ク
リ
ス
マ
ス
ギ
フ
ト
商

品
の
他
に
、
正
月
用
の
飾

り
作
り
も
試
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の

方
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
完
成
し
た
商
品
に
つ
い

て
は
、
昨
年
同
様
に
町
内

・
伊
達
市
の
ス
ー
パ
ー
で

の
即
売
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は

足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。
12
月
上
旬

の
完
成
を
目
指
し
て
、
準

備
は
着
々
と
進
ん
で
い
ま

す
。

ク
リ
ス
マ
ス
ギ
フ
ト
商
品･

正
月
用
飾
り
商
品
の
製
作

　
　
月
23
日
、
秋
晴
れ
の
中
、
清
水

　
　
友
愛
の
里
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
、
友
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
兼
清

水
地
区
運
動
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
、
清
水
地
区
運
動
会
と

し
て
、
リ
レ
ー
や
玉
入
れ
・
綱
引
き

等
、
運
動
的
要
素
の
強
い
メ
ニ
ュ
ー

で
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
保
護
者

の
参
加
も
増
え
、
利
用
者
・
地
域
生

活
者
・
清
水
自
治
会
・
支
援
者
な
ど
、

総
勢
二
百
人
以
上
の
大
規
模
な
行
事

と
な
り
、
多
く
の
人
達
が
お
祭
り
感

覚
で
楽
し
め
る
よ
う
に
と
い
う
思
い

を
込
め
て
、
今
年
度
よ
り
、
名
称
を

改
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
少
し
風
が
冷
た
か
っ
た
も

の
の
、
陽
射
し
が
肌
に
触
れ
る
と
暖

か
く
、
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
競

技
内
容
は
例
年
、
行
わ
れ
る
大
玉
リ

レ
ー
や
、
綱
引
き
、
パ
ン
食
い
競
争

の
他
、
○
×
ク
イ
ズ
や
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
宝
探
し
ゲ
ー
ム
が
あ
り
、
参
加

し
た
多
く
の
人
た
ち
が
楽
し
む
こ
と

の
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
毎
年
、
こ
の
行
事
は
利
用
者
の

９ 友
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

　
　
　
　
　
　
実
施
し
て

最
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
行
事

の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
今
年
も
、

各
競
技
は
白
熱

し
、
特
に
リ
レ

ー
は
応
援
し
て

い
る
側
も
、
手

に
汗
握
る
と
い

っ
た
状
態
で
し

た
。
今
年
初
め

て
の
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
は
、
ジ

ェ
ン
カ
と
マ
イ

ム
マ
イ
ム
を
踊

り
ま
し
た
が
、

振
り
付
け
を
忘

れ
た
と
い
う
人

が
多
く
、
参
加

に
消
極
的
で
あ

っ
た
人
も
、
大

き
な
輪
に
な
る

と
、
自
然
に
身

体
が
動
き
、
笑

顔
で
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
昼
食
は
、

今
年
は
お
祭
り
の
露
店
風
に
し
て
、

焼
き
そ
ば
や
チ
ラ
シ
寿
し
、
イ
カ
焼

き
、
焼
き
鳥
、
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
な
ど

を
販
売
し
ま
し
た
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

あ
り
、
尚
且
つ
美
味
し
い
と
、
好
評

で
し
た
。

　
準
備
か
ら
進
行
、
片
付
け
ま
で
行
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フォークダンスを楽しむ

クリスマスとお正月に向けてのギフト商品クリスマスとお正月に向けてのギフト商品



　　　　　・生年月日

　　　　　　1988年11月22日

　　　　　・出身地

　　　　　　サマセット出身

　　　　　・趣　味

　　　　　　スポーツ 音楽鑑賞

▽クレッグ・ホッブスさん

・生年月日

　1989年11月26日

・出身地

　アーガイル出身

・趣　味

　パソコン

■内　容　受付・14：00／記

　念撮影・14：45／式典・15

　：00／祝賀会・15：30

■その他　対象者の方で10月

　中に案内届かない場合はご連

　絡ください。

◆教育委員会社会教育課

　　　　　　　（　74－3010）

22 20

新刊案内 あぶた読書の家
11月の休館日 祝日15日・22日・29日 23日

＜一　般＞▽島の名前・日本編（中村庸夫）▽聖灰の暗

号〈上・下〉（帚木蓬生）▽湿地帯（宮尾登美子）▽果ての

花火（松井今朝子）▽いつか陽のあたる場所で（乃南ア

サ）▽風紋（大庭みな子）▽あなたの呼吸が止まるまで

（島本理生）▽嬉しゅうて、そして…（城山三郎）

＜児童書＞▽孤笛のかなた（上橋菜穂子）▽とべないホ

タルのゆりかご（小沢昭巳/久保田直子）▽洵作の森（田

中章義）▽母さん子守歌うたって（那須田稔/岸川悦子）

▽夢は翼をつけて（ヨシコ・ウチダ/吉田悠紀子）

グループホーム
「なかよしの」家作品展

　役場庁舎町民ロビーを利用し、

毎月１回、絵画、写真、彫刻な

どの作品展を行っています。

　今月は、栄町のグループホー

ム「なかよしの家」によるちぎ

り絵や毛糸の人形などの作品展

を行いますので、ご覧ください。

　期間は11月19日（月）～30日

（金）までの土・日を除く午前9

時から午後5時30分までです。

　なお19日は正午から展示、

30日は午後１時終了です。

新しい英国青年来町

　洞爺国際交流協会（五十嵐優

子会長）が窓口になって、1年

交代で受け入れている英国青年

が今年も来町し、ボランティア

活動を通して、地元の人達と様

々な交流をしていくことになり

ました。

　派遣されてきた２人を簡単に

紹介します。

▽トム・クレイソンさん

洞爺湖町
成人式・成人のつどいご案内

■期　日　1月13日（日）

■あぶた読書の家 76-2100
＜一　般＞▽風の陣　全３（高橋克彦）▽おひとりさま

の老後（上野千鶴子）▽湿地帯（宮尾登美子）▽露の玉垣

（乙川優三郎）▽暴走老人（藤原智美）▽アルプ　串田孫

一（山と渓谷社）▽日本語の昔話（柳田国男）▽薔麦道楽

大全（金久保茂樹）

＜児童書＞▽すみれ島（今西祐行）▽まちんと、ぼうさ

まになったからす、とうろうながし（松谷みよこ）▽地

球（Ｇ・プライヤン・カラス）▽心にひびけカンタンの

声（矢島稔）▽気のいい火山弾（宮沢賢治）

■みずうみ読書の家 75-4702

こ
ん に ち は

■場　所　洞爺湖

　町役場防災研修

　ホール

■対象者　昭和62

　年４月２日～昭

和63年４月１日までに生まれ

た洞爺湖町出身者及び現在洞爺

湖町に在住されている方など



踏
切
に
近
づ
い
た
ら
路
面
状
況
に
応

じ
、
確
実
に
一
旦
停
止
で
き
る
ス
ピ

ー
ド
に
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
踏
み
切
り
の
中
で
立
ち
往

生
し
た
ら
、
ま
ず
列
車
を
止
め
て
く

だ
さ
い
。

非
常
ボ
タ
ン
が
あ
る
時
は
、
警
報

機
が
鳴
っ
て
い
な
く
と
も
す
ぐ
に
ボ

タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

非
常
ボ
タ
ン
が
な
い
時
は
、
自
動

車
に
備
え
付
け
の
発
炎
筒
や
赤
旗
な

ど
で
列
車
に
合
図
を
し
て
く
だ
さ

い
。踏

切
内
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
ら
、

遮
断
ポ
ー
ル
を
自
動
車
な
ど
で
押
し

出
し
て
脱
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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で
は
、
９
月
よ
り
公
用
車
６
台

に
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
、
既

に
青
色
回
転
灯
を
装
備
済
の
公
用
車

１
台
に
加
え
計
７
台
の
公
用
車
に
よ

る
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
犯
罪

者
を
捕
ま
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
犯

罪
を
起
こ
そ
う
と
す
る
人
へ
犯
罪
の

機
会
を
与
え
な
い
こ
と
を
主
眼
に
し

て
お
り
、
町
職
員
が
日
常
業
務
中
に

公
用
車
の
青
色
回
転
灯
を
点
灯
し
走

行
す
る
こ
と
で
犯
罪
活
動
の
抑
止
効

果
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。町

内
一
円
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
り
、
「
隙
の
な
い
ま
ち
」
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
進
入
盗

や
車
上
狙
い
等
の
窃
盗
犯
罪
、
こ
ど

も
な
ど
を
対
象
と
し
た
悪
質
な
犯
罪

の
未
然
防
止
に
努
め
る
こ
と
で
町
民

の
皆
様
が
安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ
る

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

月
か
ら
２
月
の
積
雪
・
寒
冷
期

間
に
年
間
発
生
件
数
の
約
半
数

の
踏
切
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

町
住
民
課
交
通
防
犯
係
か
ら
　
　
　
1
74
―
３
０
０
２

公
用
車
６
台
に

青
色
回
転
灯
装
備

冬
期
間
の
踏
切

事
故
防
止
の
た
め
に
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青色回転灯を整備した公用車青色回転灯を整備した公用車青色回転灯を整備した公用車青色回転灯を整備した公用車青色回転灯を整備した公用車青色回転灯を整備した公用車青色回転灯を整備した公用車青色回転灯を整備した公用車青色回転灯を整備した公用車青色回転灯を整備した公用車青色回転灯を整備した公用車青色回転灯を整備した公用車青色回転灯を整備した公用車青色回転灯を整備した公用車青色回転灯を整備した公用車青色回転灯を整備した公用車青色回転灯を整備した公用車

◆子どもの教育はあいさつから

◆地域の安全・安心もあいさつから

◆コミュニケーションもあいさつから

あいさつは、地域における人と人とのつなが
りを深め、より良い地域社会づくりと明るく健
やかな子どもたちの育成につながります。
人に会ったら、人と接したら、気持ち良くあ

いさつをしましょう。あいさつをされたら、応
えましょう。そして、子どもたちの元気なあい
さつや良い行いをほめてあげましょう。
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家庭はもちろん、学校や地域で、大人も子ど
もも気軽にあいさつを交わしましょう。
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道では看護職の免許をお持ちで「これからまた仕

事につきたい」と考えているけれど、ブランクが長

い、今までの経験のない施設への就職を考えている

などの不安から一歩踏み出せないでいる方々を応援

する「再就職のための体験研修」を実施します。

（北海道看護協会委託事業）

■ 対 象 者　ナースバンク登録者で1年以内に再就

職の希望のある方

■ 研修場所　あなたの居住地であなたの希望する施

設

■ 研修内容　看護技術の見学や実習（１～５日程度）

■ 受 講 料　無料

22

月
６
日
、
第
25
回
消
費
生
活
展

が
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に
も

恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
町
民
の
皆
さ

ん
に
来
場
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
食
の
コ
ー
ナ
ー
」
で
は

”カ
ボ

チ
ャ
”
を
使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
連
絡

会
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
。

・
か
ぼ
ち
ゃ
の
ス
ー
プ
　
・
か
ぼ
ち

ゃ
の
ド
ー
ナ
ツ
　
・
か
ぼ
ち
ゃ
の
キ

ン
ピ
ラ
　
・
か
ぼ
ち
ゃ
ジ
ャ
ム
　
そ

の
他
「
い
た
ど
り
の
油
炒
め
」
な
ど

来
場
者
に
試
食
を
し
て
頂
き
、
家
庭

料
理
の
参
考
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。

「
展
示
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
日
頃
私

た
ち
が
取
り
組
ん
で
き
た
「
手
作
り

マ
イ
バ
ッ
ク
」
を
紹
介
。
ス
ー
パ
ー

の
レ
ジ
袋
を
使
用
せ
ず
「
手
作
り
マ

イ
バ
ッ
ク
」
を
使
用
し
、
ゴ

ミ
や
ゴ
ミ
処
理
の
際
に
発
生

す
る
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
そ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
販
売
コ
ー
ナ
ー
」
で
は

新
鮮
な
規
格
外
の
野
菜
を
は

じ
め
洞
爺
湖
町
特
産
品
の
春

雨
や
タ
テ
珍
味
、
消
費
者
連

絡
会
で
斡
旋
し
て
い
る
三
陸

産
の
煮
干
し
な
ど
も
格
安
で

販
売
し
、
商
品
も
完
売
し
ま

し
た
。

私
た
ち
消
費
者
連
絡
会
は

来
年
の
生
活
展
に
向
け
て
今

後
も
勉
強
し
、
皆
様
に
様
々

な
消
費
生
活
情
報
を
提
供
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

洞
爺
湖
町
消
費
生
活
展
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求人・休職申込みには次の3つの方法があります。
１．北海道ナースセンター札幌（本所）、道内5カ所
（渡島・上川・帯広・釧路・北見）に来所して登録
する方法
２．電話、郵送での申込により、登録票が郵送され、
返信して登録する方法
３．e-ナースセンター（ht tp : / /www .nu r se -
center.net/）から登録する方法
本人情報の公開
１．本所・支所で公開
２．e-ナースセンターでＩＤ、パスワードを所得し
た方は、「お仕事探し」から求人施設を検索できま
す。
３．遠方の方には電話での問い合わせにも応じてい
ます。
４．登録した方への情報提供として、「ナースセン
ターだより」や「求人情報」を発行しています。
相　談
来所、電話、メールなどにより相談をお受けします。
登録・職業紹介は全て無料です。お気軽にご利用

ください。

北海道ナースセンターとは…

北海道からの委託により開設している看護職員無料紹

介所で、厚生労働大臣の許可を得ています。札幌の他５

カ所で相談を受けています。就職先を探している看護職

と看護職員を雇用したいと考えている施設にそれぞれ登

録していただき、職業紹介を進めています。

〒003-0027 札幌市白石区本通16丁目北６－１号

1 011（863）6794 FAX 011（866）2244
社団法人北海道看護協会

北海道ナースセンター

ナースセンターに登録しませんか
あなたのキャリアをもう一度
生かしてみませんか。
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　　年春に国道から道道へ移管になりましたが、開発

局と北海道との管理基準が異なるため、ロードヒーテ

ィングの一部分を停止する予定です。停止予定区間は、

豊浦町国道37号線を約300ｍ入ったところから町道豊

浦墓地線入り口までの約800ｍです。

　路面管理を徹底しますので、ご理解をお願いします。

■問合せ先

　室蘭土木現業所洞爺出張所（　76－２１１１）

本

道道豊浦京極線について
（旧国道230号線の一部）

洞爺湖町のホームページに
広告をだしませんか!
洞爺湖町のホームページに
広告をだしませんか!
洞爺湖町のホームページに
広告をだしませんか!
　洞爺湖町ホームページにバナー広告を掲載する広告主を募集しています。

詳しい要領は次のとおりです。

■募集の内容

月単位に掲載を行う。（最大年度末まで）

※翌年度以降も掲載を希望する場合、年度末に再度申し込む必

要があります。

バナー広告掲載期間

最大５枠

毎月２０日

大きさ：縦６０ピクセル×横１２０ピクセル

形　式：GIF(アニメーション・透過不可)、JPEG又はPNG

容　量：１０KB以下

１か月１枠当たり１０，０００円（税込み）

洞爺湖町ホームページトップページの右側

※掲載位置は指定できません。

洞爺湖町ホームページより掲載申込書をダウンロードし、必要

事項を記入後、広告原稿を添えて総務課情報管理室に提出して

ください。

洞爺湖町広告掲載要綱、洞爺湖町広告掲載基準及び洞爺湖町ホ

ームページ広告掲載要領に記載された内容を遵守してください。

電子メールまたは、フロッピー等の電子媒体で納入してくださ

い。

募 集 枠 数

応 募 締 め 切 り

バナー広告掲載場所

広 告 料 金

規 格

広告原稿の納入方法

申 し 込 み 方 法

掲 載 条 件 等

※洞爺湖町広

告掲載要綱、

洞爺湖町広告

掲載基準及び

洞爺湖町ホー

ムページ広告

掲載要領、掲

載申込書は、

洞爺湖町ホー

ムページ

(http://www.

town.toyako.

hokkaido.jp)

を参照してく

ださい。
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０
　
８
１
０
（
全
国
共
通
）

　
財
産
、
家
族
、
生
活
上
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
お
悩
み
の
問
題
に
つ
い
て
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
に
際
し
て
は
、
具
体
的
な
資

料
が
あ
れ
ば
、
持
参
さ
れ
ま
す
と
よ

り
効
果
的
で
す
。

■
日
　
時
　
11
月
16
日（
金
）午
後
1

　
　
　
　
　
時
30
分
よ
り
３
時
ま
で

■
場
　
所
　
あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
　
和
室

■
弁
護
士
　
馬
見
州
一
先
生

■
申
込
先
　
住
民
課
住
民
係
　
　
　

　
　
　
　
　
（
　
74-

3
0
0
2
）

無
料
法
律
相
談
開
設

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
と
法

務
省
人
権
擁
護
局
は
、
11
月
12
日

（
月
）
か
ら
11
月
18
日
（
日
）
ま
で

を
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
強
化
週
間
」
と
定
め
ま
し
た
。

札
幌
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
と
札
幌

法
務
局
に
お
い
て
も
、
職
場
に
お
け

る
セ
ク
シ
ャ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
、
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
つ
い
て
電
話
で
応
じ
る
「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
特
設
電
話

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
時
間
　

・
11
月
12
日
（
月
）
〜
16
日
（
金
）

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

・
11
月
17
日
（
土
）
〜
18
日
（
日
）

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
特
設
電
話
　
　
０
５
７
０
　
０
７

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

特
設
電
話
相
談
所
開
設

　
町
で
は
、
平
成
20
年
度
洞
爺
湖
町

臨
時
職
員
及
び
嘱
託
職
員
の
募
集
を

下
記
の
期
間
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
11
月
12
日
か
ら
11
月

　
　
　
　
　
　
30
日
ま
で

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
内
回
覧
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
洞
爺
湖
町
役
場
総
務

　
　
　
　
　
　
課
職
員
係
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
　
74-

3
0
0
0
）

洞
爺
湖
町
臨
時
職
員
及
び

嘱
託
職
員
の
募
集

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
教
育

の
た
め
に
必
要
な
資
金
を
融
資
す
る

公
的
な
制
度
で
、
入
学
時
や
在
学
中

の
費
用
と
し
て
幅
広
く
ご
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
国
民
生
活
金
融
公
庫

　
　
　
　
　
　
室
蘭
支
店
（
　
0
1

　
　
　
　
　
　
4
3
　
44
　
1
7
3
1

                  

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル

                  

セ
ン
タ
ー
（
　
０
５

                  

７
０
　
０
０
８
６
５

                  

６
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者

及
び
そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
（
地

域
別
）
最
低
賃
金
が
次
の
と
お
り
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額
　

時
間
額
　
６
５
４
円
（
効
力
発
生
年

月
日
　
平
成
19
年
10
月
19
日
）

■
問
合
せ
　
室
蘭
労
働
基
準
監
督
署

（
　
0
1
4
3
　
23
　
6
1
3
1
）

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

北
海
道
の
最
低
賃
金

心
か
ら
お
く
や
み

　
　
申
し
あ
げ
ま
す

故小林秀二さん
■８月2日死去
■54歳■遺族は
八郎さん■虻4区

故大和きみさん
■８月5日死去
■78歳■遺族は
茂さん■温8区

故尾形徳雄さん
■８月７日死去
■78歳■遺族は
勝子さん■香川

故岩倉敏光さん
■８月18日死去
■78歳■遺族は
神田律子さん■温8区

故西川サヨさん
■９月９日死去
■94歳■遺族は
春雄さん■虻4区

故澤口　博さん
■９月９日死去
■61歳■遺族は
春江さん■入4区

故安藤真知子さん
■９月９日死去
■48歳■遺族は
哲博さん■虻6区

故上埜良三さん
■９月12日死去
■82歳■遺族は
ふみ子さん■香川

　
最
愛
の
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
上
に
も
限
り
な
い
ご
加
護
と
、
故
人
の
み
た
ま
が

安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

）
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故篠原房一さん
■８月26日死去
■84歳■遺族は
ミドリさん■温8区

故加賀谷進さん
■８月27日死去
■69歳■遺族は
良子さん■入1区

故三浦エミさん
■９月８日死去
■91歳■遺族は
明一さん■虻8区

故畠山秀一さん
■９月９日死去
■77歳■遺族は
順子さん■清水区

故岩佐祐作さん
■９月22日死去
■85歳■遺族は
きくさん■かっこう台区

故吉田キミさん
■９月23日死去
■85歳■遺族は
清吉さん■虻1区

故大西美智子さん
■８月22日死去
■50歳■遺族は
覚さん■大原

故牧野勝雄さん
■８月23日死去
■77歳■遺族は
黒田孝之さん■泉区

故新田景子さん
■９月16日死去
■85歳■遺族は
哲也さん■虻1区

故斉藤文江さん
■９月21日死去
■70歳■遺族は
祐司さん■入1区

故猪狩勝代さん
■９月25日死去
■94歳■遺族は
赤塚健一さん■虻6区

故秋山政八さん
■９月28日死去
■93歳■遺族は
吉一郎さん■月浦区

　
北
方
領
土
に
対
す
る
理
解
と
認
識

を
深
め
、
一
日
も
早
い
解
決
を
ひ
と

り
一
人
の
共
通
の
願
い
に
し
ま
し
ょ

う
。

■
日
　
時
　
11
月
27
日
（
火
）
午
後

　
　
　
　
　
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
３
階
防

　
　
　
　
　
災
研
修
ホ
ー
ル

■
講
　
師
　
和
田
勉
氏
（
胆
振
地
方

　
　
　
　
　
支
部
北
方
領
土
返
還
協

　
　
　
　
　
力
員
）

■
問
合
せ
　
役
場
総
務
課
（
　
74
　

　
　
　
　
　
3
0
0
0
）

や
さ
し
い
精
神
保
健
講
座

「
北
方
領
土
を
知
る

　
住
民
の
集
い
」
開
催

　
室
蘭
地
方
精
神
保
健
協
会
で
は
、

心
の
病
気
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
や
さ
し
い
精

神
保
健
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日

第
１
回
　
11
月
22
日
（
木
）
講
義
「

こ
こ
ろ
の
病
気
に
つ
い
て
」
／
第
２

回
　
11
月
29
日
（
木
）
講
義
「
精
神

障
が
い
者
を
と
り
ま
く
法
律
と
活
用

で
き
る
資
源
に
つ
い
て
」
／
第
３
回

施
設
見
学
（
未
定
）
／
第
４
回
　
12

月
13
日
（
木
）
講
義
「
当
事
者
・
家

族
か
ら
の
体
験
発
表
」

■
時
　
間
　
13
：
30
分
〜
15
：
30

■
場
　
所
　
室
蘭
市
市
民
会
館

■
問
合
せ
・
申
込

北
海
道
室
蘭
保
健
所
子
ど
も
保
健
推

進
課
精
神
保
健
福
祉
係
（
　
0
1
4

3
　
24
　
9
8
4
7
）

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
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〉
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円
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会
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ミ
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（
虻
1
区
）

寄
　
　
付

健康づくり講演会
　体重が増え内臓脂肪が蓄積された状態を「メタ

ボリックシンドローム」（内臓肥満型症候群）と

いい、高血圧や糖尿病などのさまざまな生活習慣

病を引き起こすと言われています。メタボリック

シンドロームを予防するには毎日の食生活を振り

返り、見直すことが大切です。

　今回は、食生活をテーマに身近な例を挙げなが

ら、すぐに実行できるわかりやすい改善ポイント

を盛り込んだ内容です。ぜひご参加ください。

　演　題　　メタボリックシンドロームを予防す

　　　　　　る食生活　

　　　　　　～すぐできる改善ポイント～

　日　時　　11月26日（月）午後1時30分から

�講　師　　管理栄養士　相馬和子氏

　場　所　　健康福祉センターさわやか

　参加費　　無料　

　　　　　　※申し込みは必要ありません。当日
　　　　　　　直接会場へお越しください。



　自治会連合会（福井政吉会長）、共同募

金会洞爺湖町分会（同分会長）、社会福祉

協議会（伊藤博会長）など５団体が、新潟

県中越沖地震災害で被災した人への義援金

を募集し、285万2,023円が集約されました。

　９月27日には、代表者が役場を訪れ、義

援金を長崎良夫町長に寄託し、被害が大き

かった柏崎市への送付を要請しました。
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人口と世帯の動き人口と世帯の動き （平成19年9月30日現在）

月対比

男 …… 5,062人  （△ 21）

女 …… 5,756人  （△ 12）

計 ……10,818人  （△ 33）

世帯…… 5,239世帯（△ 13）

■連絡先 洞爺湖町健康福祉センター

　76－4006（健康指導係）

11月「さわやか＆
ふれ愛センター」
の　行　事　予　定

〈洞爺湖町健康福祉センタートレーニングルーム一般開放〉〈洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放〉

火・木・土曜日 月～金曜日

日曜日

※但し両施設とも祝祭日は除きます。原則的に中学生以下はご利用になれません。

午後１時～午後８時30分 午前８時45分～午後５時30分

午前10時～午後５時30分

行　　　事　　　予　　　定 健　康　診　断　・　予　防　接　種

洞爺地区

健康相談

11月29日（木）

受付

午後1時～

1時30分

健康福祉セ

ンター
乳児健診

午前10時～

正午

洞爺総合支

所

親子ふれあ

い遊び

午前10時～

11時30分

健康福祉セ

ンター
11月16日(金)

11月30日(金) 本町保育所保育所開放
午前10時～

11時30分

11月13日(火)

16日(金)

20日(火)

27日(火)

30日(金)

名　　称日　　時 時　　間 会　　場 名　　称日　　時 時　　間 会　　場

◆洞爺地区健康相談／12月4日(火)・12月7日(金)12月11日

　(火)・12月14日(金)・12月18日(火)・12月21日(金)・12月25

　日(火)（洞爺総合支所）

◆1歳6カ月3歳児健診／12月6日(木)（ふれ愛センター）

◆保育所開放／12月7日(金)・12月14日(金)（本町保育所）

◆乳児健診／12月20日(木)（健康福祉センター）

◆親子ふれあい遊び／12月21日(金)（健康福祉センター）

◆フッ素塗布／12月13日(木)（健康福祉センター）

12月の予定

新潟中越沖地震の被災者に
約285万円寄付今月のワンショット

壮瞥川上流にあるF1の滝壮瞥川上流にあるF1の滝

寄付金を長崎町長に渡す団体代表ら寄付金を長崎町長に渡す団体代表ら




